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	 球状トカマクQUESTにおいて28 GHz高周波入
射による電子サイクロトロン（EC）高調波加熱／
電流駆動が行われている．近年では，センターソ

レノイド電流を制御して逆電流駆動方向にトロ

イダル電場を印加した状態で，垂直磁場制御によ

るEC加熱非誘導電流立ち上げが実現されている．
本実験では第二高調波共鳴層位置で平行方向屈

折率N// = 0.26となるように高周波を入射した． 
	 図1に印加した周回電圧Vloopと硬X線カウント
数の関係を示す．Vloop > 0の場合に逆電流駆動方向，
Vloop < 0の場合に電流駆動方向のトロイダル電場
が掛かる．ここでトロイダル磁場・電場方向を正

にとり，駆動されるプラズマ電流Ipは負の値を持

つように定義した．Vloop > 0でもIp ≈ −30 kA程度ま
で電流は非誘導で立ち上がる．このとき硬X線の
カウント数は少なく，バルク電子温度が高くなる

傾向にある． 
	 さらにVloop < −0.2 Vを印加することでIp ≈ −50 
kAに増加する．このとき硬X線カウント数は急増
しており，電流駆動には高エネルギー電子の増加

の寄与が大きい．図2にVloop ≈ 0 V (t = 2.7 s)及び−
0.18 V (t = 2.8 s)時の電子密度・温度計測結果を示
す．バルク電子に関しては密度上昇と電子温度低

下が顕著であった．プラズマ電流が流れている状

態でトロイダル電場をバイポーラに印加すると，

トカマクプラズマの状態の顕著な変化が観測さ

れた．講演では実験結果の詳細を述べる． 

 

 
図1．センターポスト上の周回電圧と硬X線のカウン
ト数の関係．接線方向にR = 0.4 m地点（○）とR = 0.6 
m地点（■）を望む視線で計測．線の色はその時点に
おけるプラズマ電流値を示す． 
 

 
図2．トムソン散乱計測による Vloop ≈ 0 V (t = 2.7 s)
及び−0.18 V (t = 2.8 s)時の電子密度（●）・温度（■）
分布 


